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てくださる私にとってはかけがえのないメンターでした。福祉研究は現場に帰するものでなければなら
ず、そういう思いで私は「実践モデルの開発的研究」を中心に研究してきましたが、実践モデルと名打っ
ているものの、どうしても私は理論上の理想や、外国の取り組みに目が向いてしまいがちでした。でもそ
んな時「現場に受け入れられな、何にもなれへんで」と言ってくださった先生の一言で「ほんまや、そし
たらどうしたら現場の人に受け入れてもらえるやろか？」という視点になることができました。福祉が人
の生活に関わっていくものである以上、それを研究する福祉研究はやはり現場で使えるもの、現場で日々
実践をしている支援者の役に立たないものでなければ価値をもたないもの、であるということを教えてく
ださったのが、前橋先生だったと思っています。
福祉は人の生活に即するものであり、様々なシステムに関わって展開していくものです。そこには一人
ひとりの人が存在し、その人の人生があります。私が関わる子ども家庭福祉にはそこには必ず子どもがい
て、「今、そこの状況」に対応するだけではなくその子ども一人ひとりのこれから先の将来までもの見通
しを持った上で支援する必要があります。だからこそ、ミクロの個人に対する対応も大切であれば、メゾ
である集団や地域への対応、そしてマクロの大きな政策・方針に対する視点も必要であり、「木を見て森
を見ず」でもダメだし「森だけを捉えて一つひとつの木について気にかけない」こともダメです。ある程
度どちらの視点も焦点が合わせられるような「遠近両用」のレンズのような力が必要だと感じています。
私はこれまでどちらかと言えば、「木」ばかりを見てしまいがちになっていました。目の前の「子ども」
や「家族」に向き合いしっかりと対応することは実践家としては不可欠な姿勢であると思いますが、研究
者となるとそればかりではダメです。前橋先生からその行ったり来たりの視点の焦点を移行することとそ
のバランスのとり方の大切さを学ばせていただきました。特に子ども家庭福祉サービスは行政によるサー
ビスが基本なだけにマクロ・メゾ的な視点とのバランスは大切であると感じています。
前橋先生は児童相談所で現場の第一線での実戦経験を持って、厚生労働省の専門官として児童虐待防止
法制定時に現在の日本の児童虐待対応制度の基礎を築いてこられました。その先生から直接のご指導を仰
げたことは、現場とともに今後も子ども家庭福祉システムを時代の流れとともにより良いものに変えてい
くことを目指す私にとって本当にありがたいことでした。ご退官された後も、ぜひいろいろなことを引き
続き教えていただきたいですし、これからも先生も引き続き、より幅広く様々なお立場でご活躍いただく
ことを願っています。またいろいろな実践の場、研究の場でご一緒させていただき、私のメンターとして
引き続きご指導いただけますことを望んでいます。本当に今までありがとうございました、そしてこれか
らもよろしくお願い申し上げます。
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